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本書 の概要
日々拡 張す る今 日の グラ フィック ・デザイ
ンの領域 か ら 「本質的で」,「必要 で」,「重要
な」項 目を選ぶためには,ど れ ほどの書物を
読 まな けれ ばな らないのだろ うか。
『グラフィ ック ・デザイ ン&デ ザ イナー事
典"TheThames&Huds・nDictionary〔ゾ
GraphicDesignanddesigners"(Thames
&Hudson,London,1992,1998,Newedi-
tion2003)』の著者 は,1840年代 か ら今 日ま
での グラフィック ・デザイ ンに関す るすべて
を網羅 しようとす る。標準用紙寸法のABC
システムか らバー コー ドまで,オ ー ウェン ・
ジョー ンズか ら 「デザ イナーズ ・リパブ リッ
ク社(1980年代後半以降の クラブ ・シー ンや
音楽界 の ビジュアル ・イ メー ジに影響 を与 え
た)」まで。個人 のデザ イナーか らデザ イ ン
雑誌,技 術 的展開,専 門用語,著 名なデザ イ
ン ・スタ ジオまでABC順 に並 べ られた項 目
は,750に及 ぶ。 これ だ け広 範 囲な 内容 を
A5版286ペー ジの コ ンパ ク トな一般 書 と し
て計画す る試みは,こ れまでなかったように
思われ る。
本文の事典の前 には,主 題別欧文索 引がつ
けられ,次 の ように分類 され ている。
1.ア ー ト・デ ィレクター
2.デ ザイ ン ・スタ ジオ/広 告代理店
3.グ ラフィック ・アーティス ト/挿絵画
家
4.グ ラフィック ・デザ イナー/タ イポ グ
フフ ァー
5.雑 誌
6.運 動/様 式
7.各 国概要
8.組 織/協 会/学 校
9.そ の他 の重要人物
10.ポスター作家
11.印刷家/プ ライヴェー ト・プ レス/出
版社
12.専門知識
13.書体 デザイナー
14.書体
これ らの内容 は,的 確な記述 と58枚のカラー
図版を含む504枚の図版によって,学 生に とっ
て の手引 きとな るだけでな く,デ ザ イ ンの専
門家 にとって も楽 しく,便 利 な概説本 とな っ
て いる。
さらに著者は,広 範囲 な項 目を取 り上 げる
ことで,「 グラフィ ック ・デザイ ン史 と美術
史や挿絵 史 との関連性 を明 らか に」 し,「グ
ラフ ィック ・デザ イ ンが過 去160年間 の芸 術
の発展 においてその周辺で はな くその核心 に
いかに位置 していたか」を明 らか にしたい と
述 べて いる(凡 例,p.14)。これ と関連 して,
美術 ・デザイ ン運動 と影響力のあ ったデザイ
ナー,グ ラ フィック ・デザイ ンの発展 に関連
す る事項 をあ げた年表 が付 され てい る(pp.
266-269)。この年表をみれば,著 者 が本書 を
執筆す るにあた り,デ ザイ ンの現実 的な展 開
を十分 に考慮 して いることがわかる。
著者 の ひ と りAlanLivingstonは,現在
英 国のコー ンウ ォール州 にあ るフ ォールマウ
ス美術大学 の学長であるが,グ ラフ ィック ・
デザ イナー にな る教育 を受 けてお り,も うひ
と りの著者IsabellaLivingstonは同大 学 で
デザ イ ン史を教えている。 デザイナー とデザ
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イン史家の共同作業が,本書の包括的な内容
を可能にしたのだろう。
デザイ ン史 を省みて
著者 はイギ リス人であるが,グ ラフィック ・
デザイ ンの展開 を包括的 にとらえ るという 目
的か ら,幾 分限定的で はあれ,本 書 は国際的
な広が りを もっている。 ここでは,ア メ リカ,
イギ リス,オ ラ ンダ,フ ランス,ド イツ,日
本,ス イスの7力 国 について,20世紀初頭 か
ら1960年代以降,そ して現在までの各国 ご と
の展開が取 り上 げ られて いる。
アメ リカにつ いて は植字機械 の発展 に伴 う
19世紀 の展 開とその アー ツ ・ア ン ド・クラフ
ツの影響 に始 ま り,第 二次世界大戦前後 のモ
ホ リ=ナ ギやハ ーバー ト・バイヤーといった
欧州デザ イナー の流入,40年代か ら50年代 に
か けて の美術 とデザ イン実践の結 びつ きと広
告業界の拡張,1960年代のカ ラー ・テ レビの
登場 に伴 うサイケデ リックなイメージの台頭,
さ らにポス ト・モダニ ズムの探求 までが取 り
上 げ られて いる。
オラ ンダのグラフ ィック ・デザイ ンにつ い
て は,ピ ー ト・ズワル ト,パ ウル ・シュイ ッ
テマ らのデ ・ステイルの実践家 やデ ・ステイ
ル と構成主義の双方の原理 を取 り入 れたヘ ン
ドリック ・ウェル クマ ンらを取 り上 げた後,
1960年代 に組織 され,1970-80年代 には郵政
省 のCIを 手 がけた トー タル ・デザイ ン社 の
貢献 につ いて触れて いる。
日本の グラフ ィック ・デザイ ンにおける現
代的な動向 は,1940年代の後半 に始 まるとさ
れ る。1950年代 の亀倉雄策が尽力 した 日本宣
伝美術会の設立,及 び勝見勝によ って創刊 さ
れ た 「アイデア」誌が取 り上げ られ,1960年
代 には世界 に衝撃を与えたデザイナー として,
田中一光,福 田繁雄,粟 津潔,横 尾忠則,石
岡瑛子の名前が あげ られてい る。 さらに1980
年代 の若 いデザイナー として,上 條喬久,五
十嵐威暢 の名前が記 されているのは,タ イポ
グラフ ィー協会 との関連 があるのだろうか。
こう して概観す ると,西 洋 デザイ ンの通史
とは異な る20世紀 の グラフ ィック ・デザ イン
の展 開が浮かび上 が って くるよ うに思われ る。
事典 という特 色を生 か し,通 史 としての物語
に囚われないアイデアが生 かされて いるとい
うこと もで きるだろ う。
本書は2003年に40項目を増や した改訂版と
して出版されたものを全訳 したものである。
手元に置いて,パ ラパラと斜あ読みをしなが
らデザイン史を省みようと思う。
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